
津山工業高等専門学校 開講年度 平成30年度 (2018年度) 授業科目 総合理工総論Ⅰ
科目基礎情報
科目番号 0026 科目区分 一般 / 選択
授業形態 講義 単位の種別と単位数 履修単位: 2
開設学科 総合理工学科(機械システム系) 対象学年 2
開設期 集中 週時間数
教科書/教材
担当教員 佐伯 文浩
到達目標
学習目的：総合理工学の基礎である生物に関する知識を理解することで，工学現象の理解や問題解決のための基礎能力を修得する。

到達目標：
１．生物の共通性と多様性について理解している。
２．DNAの性質について説明できる。
３．体内環境の調整機構について理解している。
４．地球上の生態系について理解している。
ルーブリック

理想的な到達レベルの目安 標準的な到達レベルの目安 到達レベルの目安(可) 到達レベルの目安(不可)

評価項目1
生物の共通性と多様性につ
いて具体例を挙げながら説
明できる

生物の共通性と多様性につ
いて説明できる

生物の共通性と多様性につ
いて概ね説明できる 左記に達していない．

評価項目2
DNAの性質について理解し
、DNAが遺伝情報を担う利
点について説明できる

あらゆる生物に共通した遺
伝情報であるDNAの性質に
ついて説明できる

あらゆる生物に共通した遺
伝情報であるDNAの性質に
ついて概ね説明できる

左記に達していない．

評価項目3
体内環境の調節機構を踏ま
え、体内の恒常性維持の仕
組みについて説明できる

体内環境の調節機構につい
て説明できる

体内環境の調節機構につい
て概ね説明できる 左記に達していない．

評価項目4
地球上の生態系について説
明できる、保全の方法を考
えられる

地球上の生態系について説
明できる

地球上の生態系について概
ね説明できる 左記に達していない．

学科の到達目標項目との関係
教育方法等

概要

一般・専門の別：一般
学習の分野：自然科学系共通・基礎
必修・必履修・履修選択・選択の別：選択

基礎となる学問分野：生物学/基礎生物学
学科学習目標との関連：本科目は総合理工学科の学習目標「② 確かな基礎科学の知識修得」に相当する科目である。

技術者教育プログラムとの関連：本科目が主体とする学習・教育到達目標は「（A）技術に関する基礎知識の深化，A-
１：工学に関する基礎知識として，自然科学の幅広い分野の知識を修得し，説明できること。」である。

授業の概要：機械，電気電子，電子制御，情報工学科から総合理工学科へ転学科する学生が，転学科後の専門科目の学
習に支障を来さない学力を身につけることを目的にした科目である。具体的には，総合理工学科１年生の必履修科目の
中から生物に重点をおいて講義と演習を行う。

授業の進め方・方法
授業の方法：長期休業期間などを利用して，集中講義で行う。課題レポート・演習を中心に，必要に応じて講義を行う
。
成績評価方法：授業ノート（50％）および理解度を確認するためのレポート（50％）で評価する。

注意点

履修上の注意：機械，電気電子，電子制御，情報工学科から総合理工学科第３年次転学科学生を受講対象とする。長期
休業期間などを利用して，集中講義で行う。

履修のアドバイス：生物は，総合理工学科の基礎科目で，転学科後の学習の基礎固めとなる教科である。これら教科の
理解は転学科して学習を行うためには必修である。

基礎科目：
関連科目：化学Ⅰ（２年），化学Ⅱ（３）, 理科実験（２）, 一般生物学（２）, 分子生物学（３）, 応用生物学（４）,
発生生物学（４）, 生物学実験（４）, 生化学（４）, 細胞生物学（４）, 生命情報学（５）

授業計画
週 授業内容 週ごとの到達目標

前期

1stQ

1週 今年度は開講しない
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

2ndQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週



後期

3rdQ

1週
2週
3週
4週
5週
6週
7週
8週

4thQ

9週
10週
11週
12週
13週
14週
15週
16週

モデルコアカリキュラムの学習内容と到達目標
分類 分野 学習内容 学習内容の到達目標 到達レベル 授業週

分野横断的
能力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

総合的な学
習経験と創
造的思考力

工学的な課題を論理的・合理的な方法で明確化できる。 2
公衆の健康、安全、文化、社会、環境への影響などの多様な観点
から課題解決のために配慮すべきことを認識している。 2

要求に適合したシステム、構成要素、工程等の設計に取り組むこ
とができる。 2

課題や要求に対する設計解を提示するための一連のプロセス(課
題認識・構想・設計・製作・評価など)を実践できる。 2

提案する設計解が要求を満たすものであるか評価しなければなら
ないことを把握している。 2

経済的、環境的、社会的、倫理的、健康と安全、製造可能性、持
続可能性等に配慮して解決策を提案できる。 2

評価割合
試験 発表 相互評価 課題 ポートフォリオ その他 合計

総合評価割合 0 0 0 50 50 0 100
基礎的能力 0 0 0 50 50 0 100
専門的能力 0 0 0 0 0 0 0
分野横断的能力 0 0 0 0 0 0 0


